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1. 製品全般 
 
1.1  AutoCAD LT 2008 は、どのような製品ですか？  

AutoCAD® LT 2008 は、設計者の作業を分析し、日々の設計作業を効率よくこなせるよう、機

能を強化しています。 

異尺度対応となった注釈の機能、ビューポートごとの画層設定などは、これまで手間のかかって

いた作業を大幅に改善し、また文字の段組編集、マルチ引出線、表機能などの機能強化は、こ

れまで以上に整合性の高い設計情報を作成することができます。 

 

1.2 AutoCAD LT 2008 の主な利点は何ですか？ 

異尺度対応の注釈機能は、図面に表記するさまざまな注釈（文字、引出線、寸法、ハッチング、

ブロック）を正確に表示、印刷するために必要な尺度の設定を簡単にします。一度の設定作業で、

注釈に複数の尺度設定ができ、作業は簡単になります。 

ビューポートごとの画層設定では、レイアウトの図面表現のために画層をコピーして表示の設定

を行う必要もありません。各ビューポートにおける表示色、線種、線の太さ、印刷スタイルを「優

先」表示させる画層プロパティを設定することができます。その際、オリジナルの画層設定に影響

を与えることもありません。 

他にも多くの作図機能が強化されています。新しく強化された主な機能は、以下になります。 

 マルチ引出線、引出線位置合わせ機能 

 MTEXT の段組編集、書式設定 

 マルチライン属性定義 

 DWF アンダーレイの画層表示切替え 

機能の詳細は、  www.autodesk.co.jp/autocadlt  をご覧ください。 

 

1.3 AutoCAD LT 2008 と AutoCAD 2008 の主な違いは何ですか？  

AutoCAD LT 2008 と AutoCAD 2008 プログラムは同じアーキテクチャと基盤技術を使い、

ネイティブな DWG ファイルと DWF™ ファイルを作成できます。 

AutoCAD 2008 は、AutoCAD LT 2008 にはない以下の機能を備えています。 

 .NET API を始めとする LISP、ARX、VBA を使用した高度なカスタマイズ 

 コンセプト デザイン 

 ネットワーク ライセンス 

 シート セット マネージャ 

 プレゼンテーション グラフィックス 

 CAD 標準管理 

 
AutoCAD 2008 の詳細については、www.autodesk.co.jp/autocad をご覧ください。 
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2. 製品の提供 
 
2.1 AutoCAD LT 2008 を購入する前に試用できますか? 

はい、試用いただけます。AutoCAD LT 2008 の体験版をお申し込みください。体験版は、

CD-ROM 版の提供になります。AutoCAD LT 2008 製品版と同じ機能を 30 日間無料‡で試

用できます。体験版 CD-ROM は、オートデスク認定リセラー、または、Web ページ  
www.autodesk.co.jp/trial  からお申し込みください。 

 

2.2 AutoCAD LT 2008 の購入方法について教えてください。 

AutoCAD LT 2008 は、お近くのオートデスク認定リセラー、認定販売店、オートデスクのオン

ライン ストア、store.autodesk.mc-webshop.com を通じて購入可能です。認定リセラー、

認定販売店をお探しの場合には、www.autodesk.co.jp/reseller をご覧ください。 

価格については、www.autodesk.co.jp/price をご覧になるか、お近くのオートデスク認定リ

セラー、認定販売店にお問い合わせください。 

 

2.3 AutoCAD LT 2008 のサブスクリプションは入手可能ですか？ 

AutoCAD LT 2008 のサブスクリプションをご利用いただけます。サブスクリプション情報につ

いては、オートデスクの営業担当者、またはお近くのオートデスク認定リセラーにお問い合わせ

いただくか、www.autodesk.co.jp/subscription をご覧ください。  

 

2.4 AutoCAD LT 2008 のアップグレード製品は、どんなユーザを対象としています

か？ 

AutoCAD LT 2005、2006、2007 のいずれかのライセンスをお持ちのユーザなら、どなた

でも AutoCAD LT 2008 のアップグレード製品をご購入いただけます。 

 

3. 動作環境 
 
3.1 AutoCAD LT 2008 は Microsoft Windows Vista に対応していますか? 

AutoCAD LT 2008 は、Microsoft® Windows Vista™ Home Basic、Home Premium、

Ultimate、Business、および Enterprise エディションの各日本語版をサポートします。 

 

3.2 AutoCAD LT 2008 は Microsoft Windows Vista のロゴ認定を受けていま

すか? 

AutoCAD LT 2008 は、「Works with Windows Vista」 ロゴを取得しています。このロゴは、

AutoCAD LT 2008 が Windows Vista オペレーティングシステムの環境で、互換性、信頼

性、セキュリティに関する基準を満たし、スムーズに動作することを示します。 

 

3.3 AutoCAD LT 2008 は、マルチ コア CPU に対応していますか? 

はい。AutoCAD LT 2008 は、マルチ コア、マルチ プロセッサのシステムで動作します。 

 

3.4 AutoCAD LT 2008 は、64 Bit のオペレーティング システムをサポートしていま

すか？ 

AutoCAD LT 2008 は 64 Bit の Windows はサポートしていません。ただし、Window XP 
32 ビットを使用した Intel EM64T プロセッサ上では動作します。  
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3.5 AutoCAD LT 2008 システム要件とはどのようなものですか？ 

AutoCAD LT 2008 の推奨システム要件は次のとおりです。 

 Pentium® 4、2.2 GHz 以上推奨、 Intel® Pentium III 800MHz 以上、AMD Athlon 
(マルチ コア、マルチ プロセッサで動作します) 

 Microsoft® Windows Vista™ (Home Basic、Home Premium、Ultimate、Business 
および Enterprise エディション) 32 Bit、Windows XP (Home および Professional 
SP2)、Windows® 2000 SP4 の各日本語版 
（※ Windows NT、Win9X にはインストールできません） 

 512 MB RAM 以上推奨 

 インストール時 550 MB 以上のハードディスク空き容量 

 1024x768 VGA True Color 対応のディスプレイ 

 Microsoft® Internet Explorer® 6.0 SP1 以上 

 インストールメディア : CD-ROM 

 PC 互換マウス、ホイール マウス推奨 

 

4. 互換性 
 
4.1 AutoCAD LT 2007 と AutoCAD LT 2008 では図面ファイル(DWG) 形式

に互換性はありますか？ 

はい。AutoCAD LT 2008 では、AutoCAD LT 2007 と同じ DWG ファイル形式を使用して

います。 

 

4.2 AutoCAD LT 2008 では、旧バージョンで作成した図面を読み込み、保存ができま

すか? 

AutoCAD LT 2008 では、AutoCAD LT と AutoCAD の旧バージョンで作成した図面ファイ

ルの読み込みができます。さらに、AutoCAD R14 以前の対応バージョンとして、AutoCAD 
R12 形式の DXF™ファイルの保存ができます。詳細は以下を参照ください。 

  AutoCAD LT 2008 へ読込み AutoCAD LT 2008 から書出し

  DWG DXF DWG DXF 

2007/LT2007 ○ ○ ○ ○ 

2006/2005/2004 

LT2006/2005/2004 
○ ○ ○ ○ 

2002/2000i/2000 

LT2002/2000i/2000 
○ ○ ○ ○ 

R14/LT98/LT97 ○ ○ ○ × 

 

4.3 AutoCAD LT 2008 の図面を AutoCAD LT の旧バージョンで開くことはできま

すか?  

ファイルを保存するときに、適切な DWG ファイル形式を選んで保存してください。もしくは、

DWG TrueConvert™ を使用して、適切な DWG ファイル形式に変換してください。DWG 
TrueConvert は、バッチ処理により複数の AutoCAD 図面ファイルをまとめて AutoCAD 
2007、2004、2000、R14 の DWG ファイル形式に一括変換することができます。DWG 
TrueConvert は、www.autodesk.co.jp/migrationtools からダウンロードできます。  
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4.4 AutoCAD LT 2008 と 他の Autodesk 製品を同じパソコンにインストールでき

ますか？ 

はい。AutoCAD LT 2008 がインストールされているパソコンに、他の Autodesk ソリューショ

ン製品をインストールできます。これらの製品には次のようなものがあります。AutoCAD 

Architecture、AutoCAD Map 3D、AutoCAD  Civil 3D、AutoCAD Electrical、AutoCAD 
Mechanical、Autodesk® Inventor™、AutoCAD® Revit® Suite、Revit® Structure、

AutoCAD® MEP、Autodesk® 3ds Max®、Autodesk® VIZ、AutoCAD。  

 

4.5 AutoCAD LT 2006 や AutoCAD LT 2007 でカスタマイズしたメニューは、

AutoCAD LT 2008 でも使えますか？ 

はい。AutoCAD LT 2008 の初回起動時に、移行ツールが表示されカスタマイズしたメニュー

(CUI ファイル)が自動的に移行されます。この移行ツールで、カスタマイズしたメニュー、ハッチ

ング パターン、線種、コマンド ショートカット、プロファイルを移行できます。移行ツールについて

は、www.autodesk.co.jp/autocadlt をご覧ください。 

 

5. ライセンス  
 
5.1 AutoCAD LT 2008 を使うには、プロダクト アクティベーションが必要ですか？ 

はい。以前「オーソライゼーション」と呼ばれていたプロセスは、AutoCAD LT 2005 以降、業界

標準に合わせて「プロダクト アクティベーション」に変更しました。AutoCAD LT 2008 は、ソフ

トウェアでライセンスの管理を行っているので、引き続きプロダクト アクティベーションが必要で

す。 

 

5.2 オートデスクがソフトウェアのアクティベーションを求めるのはなぜですか？  

プロダクト アクティベーションは、正規の製品を購入されているお客様の権利を保護し、オートデ

スク製品の不正な使用や違法コピーを防ぐために行っています。 

 

5.3 プロダクト アクティベーションをするには、どのようにすればよいですか？  

アクティベーション・登録インタフェースをお使いください。同梱のシリアル番号を使って認証し、

製品を実行するライセンスを取得します。インターネットを経由すれば、週 7 日、1 日 24 時間

いつでもアクティベートできます。また、電子メールやファックスもご利用いただけます。いずれの

場合も、簡単な手続きで、製品のシリアル番号と登録情報を確認して完了できます。 

 

5.4 プロダクト アクティベーションについての詳細情報はどこで入手できますか？ 

プロダクト アクティベーションについての詳細は、www.autodesk.co.jp/activation をご覧く

ださい。 

 

6. サポートとトレーニング 
 
6.1 AutoCAD LT 2008 に関するトレーニング コースはありますか? 

トレーニング コースは、オートデスク コンサルティングおよびオートデスク認定トレーニング セ

ンター (ATC®) ネットワークが提供しています。   

トレーニング コースには、お客様のニーズに合わせたカスタム トレーニング、オートデスク クラ

スルーム トレーニング、AutoCAD 認定トレーニングがあります。詳細については

www.autodesk.co.jp/atc をご覧ください。 
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また、ATC では、オートデスクが作成したオートデスク公認トレーニング教材 (AOTC) を使用し、

AutoCAD LT 2008 の初級ユーザおよび中級ユーザ向けに包括的なコースを実施しています。

さらに ATC では、その他のオートデスク製品についてのトレーニングも用意しています。詳細に

ついては www.autodesk.co.jp/atc をご覧ください。 

 

6.2 AutoCAD LT 2008 のテクニカル サポート情報はどこで入手できますか? 

   www.autodesk.co.jp/support には、サポート関連のよくある質問と回答がまとめられてい

ます。製品ごとに問題や質問のキーワードでソリューションを検索できます。また、ソフトウェアの

マニュアルやオンライン ヘルプにも技術情報を満載しています。    

 

6.3 直接テクニカル サポートを受けるにはどのようにすればよいですか？ 

製品を購入されたお客様は、登録日から 30 日間、電子メールやファックスを経由してインスト

ール*や設定**に関するサポートを受けることができます。質問内容を電子メール

(LT-Startup@autodesk.com) またはファックス (03-5396-9915) へご送付ください。

サポートの受付対応時間は、祝祭日を除く月～金曜日の午前 9 時 30 分～午後 5 時(日本

時間）です。 

さらに、Autodesk Subscription はソフトウェア、サポート、トレーニング パッケージを備えて

おり、ユーザの技術のアップグレードを容易にし、設計の生産性を向上させることができます。

Autodesk Subscription を購入すれば、インストール、設定、トラブル シューティングに関し

てオートデスクのテクニカル エキスパートが Web サポートを提供します。 

Autodesk Subscription については、オートデスクの営業担当者、またはお近くのオートデス

ク認定リセラーにお問い合わせいただくか、www.autodesk.co.jp/subscription をご覧くだ

さい。 

また、オートデスク認定リセラーやオートデスクのパートナーは、AutoCAD LT およびその他の

オートデスク製品の各種サポート サービスを提供しています。AutoCAD LT のサポート オプ

ションをすべてご覧いただくには、オートデスクのウェブサイト www.autodesk.co.jp/support 
をご覧ください。 

 

6.4 AutoCAD LT 2008 のアップデート プログラムが出ているか調べられますか？ 

AutoCAD LT 2008 アップデート プログラムは、製品内のコミュニケーション センター経由で

簡単にインストールできます。[コミュニケーション センター] ウィンドウの上部に、アップデート 
プログラムが出ているか表示されます。使用しているバージョンは自動認識され、新しいアップデ

ートがある場合は、メッセージが表示されます。このリンクをクリックすると、自動的にアップデー

トがインストールされます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                          

* インストール サポートは、製品のスタートアップ マニュアルに記載されているインストール プロセスを使用して、コ

ンピュータ システムにソフトウェアをインストールするためのサポートです。インストールに関する問題のトラブルシュ

ーティングも含まれています。 

** 設定サポートは、周辺機器がオートデスク ソフトウェアと動作するように周辺機器を設定するためのサポートです。

製品がシステムで最適に動作するように製品とシステムの変数を設定するサポートも含まれています。 
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‡この製品は、ソフトウェアのインストール時に表示されるエンドユーザランセンス契約の条件に従って使用が制限されて
います。 

 

オートデスクは、既存または新規の製品およびサービスについて、計画された、または将来行われる開発努力に関する
言明を行うことがあります。これらの言明は、製品、サービス、または機能の将来の提供を約束または保証するものでは
なく、現在の計画を反映するに過ぎないため、変更の余地があります。これらの言明に対する信頼に基づいて購入決定
を行わないでください。オートデスクは、そのような将来に関する言明を、言明が行われた後で起こった出来事、または
生じた状況の変化に合わせて更新する義務を負いません。オートデスクは、本文書に含まれる誤字・誤値について責任
を負いません。 

 

Autodesk、AutoCAD、AutoCAD LT、ATC、Autodesk Inventor、Civil 3D、DWF、DWG、DWG TrueView、DXF, Inventor、
RealDWG、Revit およ 3ds Max は、米国および/またはその他の国における Autodesk, Inc.の登録商標または商標です。
その他のブランド名、製品名、または商標は、それぞれの所有者に属します。 

 

© 2007 Autodesk, Inc. All rights reserved. 
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